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こぼ.れ.ばなし(その1)

福山尚(燃料部)･高橋博

(国立防災科学技術センタｰ)

はじめに

昭和51年は被害をともなう大地震の当たり年であった

といわれている.

まず2月4目に中米グアテマラに突発したM(マグニ

チュｰド)7.5の地震は首都を壊滅させ死者22,400

人負傷者74,600人をだし家を失なった者は20万人以

上に達した.

ついで4月9目にはエクアドル(M6.7死者10負傷

50)で5月7目には北イタリア(M6.3死者925負

傷者数千)同じ17目にソ連のウズベク地方(M7.2死

者4住宅の崩壊!万)6月26日はニュｰギニア西部

(M7.1死者9,000)7月14目はバリ島付近(M5.6

死者450負傷3,000)同じ7月の28目にはお隣の中国

河北省で今世紀最大のM8.2の激震が発生し同省の唐

山地区だけでも655,000人の死者をだし周辺の都市

も大被害をこうむったことが報じられた.なお8月17

目にはフィリピンのセレベス海(M&0死者4,000行

方不明5,000)に10月29目はニュｰギニアの中部(M

7.1死者87)11月24目にはトルコの東部(M7.6死

者10,157)というぐあいに被害地震があいついでおきて

いる.

そして52年になると3月4目に東ヨｰロッパ全域で

強い地震を感じ震源地のルｰマニア(M7.2)では

1,570人もの死者と11,300人の負傷者をだした.また

3月22目にはイランの東部でM7.Oの地震がおこって130

人が死亡しさらにM6.0の余震が3図もつづき24目

にも同じ規模の地震が発生した.放お翌25目に怒ると

こんどはトルコの東部に強震があって土壁づくりの家

が多数倒壊したことカミ報じられている.

4月に入るとまず1目にペルシア湾の東端でM7.0

が2目には南太平洋のサモア諸島とトンガ諸島の間で

M7.5が8目にはイランの中部でM6.5の地震がおこっ

て死者572人をだし22目は南太平洋のソロモン群島の

近海で5時間ほどの間にM6.7M6.4M7.7と大規模

な地震があいついでビノレなどが破壊された.

また5月12目には中国河北省の寧河を震源とするM

6.6の地震が発生しこれは昨年の大地震の余震の一つ

とみられている.そして6月に入ると3目にソ連の

ウズベク地方の東部でM7.0の地震がおこり数都市を.

ひどく破壊するとともに洪水をひきおこしたことが報じ

られた.さらに23目には南太平洋のトンガが強い地

震におそわれて負傷者をだし港の岸壁が60センチほど

沈んだという.その震源はウェリントン(ニュｰジｰ

ランド)の北方約2,200キロの海底でM7.2だったが

つぎの大地震がいつどこの国でぼっ発するかは誰にも

わからない.
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◎.51年の被害地震

x52年3月～6竺竺宜_

昨年の日本は幸いにも大地震には見舞わ

れ校がったが10月の地震学会の席上で｢M

8クラスの直下型大地震が駿河湾を震源

として明目おこっても不思議はない｣との

発表があって世人を緊張させた.

しかし一方では昭和44年ごろから房総

半島で地盤の異常隆起がみつかり『すわヅ

大地震の前兆か!』とマスコミなどでさわ

がれたのにいつの間にか下火となりま

た49年の暮れには『震度V(強震)の直下

型地震が川崎市を襲うおそれカミあり観測

を強化する』と地震予知連絡会が報じたが

何ごともおこらずさらに昨年は伊豆半島

の東部で地震の群発と異常隆起がおきて問

題となったがこれもほぼ静まってきた.

第1図最近の被害地震�
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そこへもち上がってきたのが明目おこるかもしれない

駿河湾地震説である.

このようななりゆきをみて一般の人たちの中には

｢学者のいうことは当てにならん.人心を惑わすだけ

だ｣と腹をたてる者もいるかもしれないがこれは地震

学者や専門家たちがウソやちょっとした思いつきを発表

しているわけではなくてやはりそれなりの根拠とか兆

候と考えられるものが実際にある.だが地震にっいて

はまだあまりに未知の分野カミ多いのでいまのところ

では天気予報のようなぐあいにはいっていない.

もともと日本は世界でも有数の地震国としてしられて

おり全世界の地震の約15パｰセントが日本でおこって

いる･またわが国にはむかしから“地震雷火事

親父(おやじ)"ということわざがあって地震はこわ

いものの筆頭にあげられていた.

さし允恭天皇五年うんぬんの日本歴を西暦の年号に校

おすと416年8月23目になり今より1,560年以上も前

のことだ.時間は“丑の刻"だから午前2時ごろにあ

たる.

その後の地震については日本の各地に残っている古文

書などにも記載されているカミ特に大きな被害地震の一

つと思われるものが宝永4年(1707年10月28目)におき

ている.このときの震源は遠州灘から伊豆半島沖方面

にまでひろがり地震の範囲は東海道から中国四国

九州へもおよびつぶれた家カミ29,000死者は4,900.

静岡県の御前崎カミ2メｰトル近く隆起し四国の高知で

は逆に2メｰトル沈下するところもできた.また津波

がおきて伊豆半島から九州へかけての沿岸をおそったた

めおぼれて死ぬ者や流失家屋を多数だしたが土佐の

久礼では波高が25.7メｰトルにも達したという.

地震は祖ぜ恐ろしいのか.それは予告なしにやって

くるため暴漢に突然おそわれるのと同じでにげたり

対処するひまがない.いつどこでどんな災害をこ

うむるかはその場になってみなけれぱわからないし

最悪のときは生命も財産も奪われる.

こん法場合にとっさに命だけは助かったとしても

地盤や建物の破壊とこれによって発生するいろいろな

災害火事ケガ生活物資の欠乏などの混乱がいっぺ

んにおそいかかりしかもこれらの危機を突破して生き

ぬくには自力で耐え恋けれぱならない.

この恐ろしい地震も学者らの努力によってその全容

がすこしずつ明らかにされてきた.すなわち発生機構

とか地震のおこりやすい場所や地震の大きさなどのこ

とはわかりかけてきたがrいっおこるか』について

はまだ具体的な数字をあげるまでにはいたっていな

い.しかし地震学はどんどん進歩しているから巨大

地震についてなら台風のように予報をだせるようになる

のもそんなに遠い将来のことではないだろう.

この地球上に地震という現象カミいっごろからはじま

ったのかは判然としないカミそれがまた人類が生まれる

前の太古の時代のことであれぱたとえ地球が誕生して

以来の最大地震があったとしても知るすべもない.ま

た歴史時代に狂ってからおきた大地震にしてもその地

域が無人のへき地であれば誰にもしられずにすんでしま

ったにちがいない.

地震国として世界に冠たるわが国の場合をみると日

本書紀に『允恭天皇五年秋七月丙子朔丑河内国地震』

としるされているのが地震の記録としてもっとも古い

ものらしい.この河内国というのは現在の大阪地方を

地震資料を調べてみるとこの宝永地震に匹敵するよ

うな大地震が100年租いし150年ぐらいの間をおいて

くりかえしおきている.過疎であったむかしでもこれ

だけの被害がでたのだから過密の今日このような超大

型地震がぼっ発したらどんなことになるのだろうか.

100～150年に1回の割合ということは一度大地震が

あればその後100年間はまず安心というように考えられ

がちだが人口や建造物がふえた現在では超大型地震

でなくても被害をこうむりやすく在ってきた.そして

このような災害をもたらす程度の地震は昭和になって

からでも2年3月7目の北丹後地震(M7.5死者2,925

家屋全壊12,584)があってから3年に1回ぐらいのひ

んぱんさで問題となるような被害地震カミおきている.

これがもっと小さな地震すなわち人体にやっと感じ

るくらいのものまでとりあげると東京で年に30～40回

目本中では1,000回前後になるから日本のどこかしら

で1目に3～4回は地殻が身ぶるいをしていることに怒

る.

この事実はさすがに地震国にふさわしい現象だが広

い世界には地震がほとんどない国もあるのでそのよう

故国からやってきた外人たちはずいぶんびっくりするら

しい.

横浜は安政6年(1859)に開港されてから貿易関係の

居留民がすみつくように狂ったが明治13年(1880)の

2月22目に震度Vの強震がおこって墓石や煙突がたお

れたり家の壁にひび割れがしたことカミあった.生まれ

て初めでこのような地震を体験した外国人たちはすっ

かり驚いてしまったがこれカミきっかけとなり当時外

国から招へいしていた学者らによって世界で最初の地震�
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第2図地震研究の9指定地域

学会が創立されっづいて地震計も考案された.

近代の地震学は実にこの地震計の発明によって道が

ひらかれたのである.その結果震源の位置をきめる

ことができるように狂ったり地震動の性質や伝わり方

地震の多い地域と造山帯とが密接な関係にあること地

震はなぜおこるのか……などその実態がだんだん明ら

かになってきた.

現在わが国では地震や予知に関する研究は日本の

全域について行なわれているカミとくに予知の面では

公式機関の地震予知連絡会が指定した九つの地域にお

いて集中的に研究カミされている.

これらの地域は過去に大地震カミおきた実績のある場所

ばかりだがわが国の中には今まで地震記録のまった

くない地方も存在する.そのような地域は絶対に地震

の心配のたい場所なのかといえぱそうはいかない.

な畦荏らば1,000年とか2,000年に一度の割合で発生す

る大型の地震もあるというから現在は無感がつづいて

いる地帯でも1,000年2,000年に一ぺんおこるような大

地震の発生がそろそろ迫ってきていていまは嵐の前の

静けさの状態とみられないこともないからだ.

要するに日本は地震国という宿命を背負っているので

いっどこで発生しても不思議なことはないが地震予

知連絡会が指定しているようにとくに地震がおこる懸

念のつよい地域もある.それらはいかなる理由で危険

な場所といわれるのであろうか?

本文ではこれらの地震に関する情報やその実態とか

また地震にとも狂ういろいろな現象や考え方などを一般

向けと'して述べていくが学者や専門家たちが『いずれ

必ずおこる!』といっている地震への関心をいささか

でも高めるお役になれば幸いである.

齢籔○一の婚
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第3図

月の満ち

欠け

いろいろな地震の前兆

“美しい夕焼けの翌日は晴天"ということは誰でも経

験してしっているがこれと同じようにわが国は地震

国であるから長年にわたって地震を体験しているうちに

｢地震の前にはこんな変わりごとがあった｣といいっ

たえになっているようなものカミある.

まず季節的にみると大地震カミおこるのは夏に多く

つぎは秋→春→冬の順で夏の地震のチャンスは冬の2

倍ぐらいになるという.ところカミ小地震の場合は秋に

多くて春→冬→夏の順に減少していき秋は夏よりも

1.2倍ほど地震が多くおきている.

それからかなり大きい地震は昼間よりはどちらかと

いえぱ夜に多いことも統計カミ示しているがこのことに

ついては気圧の減り方カミ激しいときとか潮の干満に

よる変化などが地震の発生と関係しているのではなかろ

うかとみている学者もいる.

松代の群発地震も低気圧のときによく発生するらしい

が地方によっては寒い冬の間に校ま暖かい目がつづく

と『何だか地震でもおこりそうだ』と古老たちの話題

にのぼることがある.こんなときもよく注意してみる

と低気圧が西から東へ移動中であったりする.

なおわが国で発生した地震のうちでM6以上のもの

にっいて調べてみるとどういうわけか月の入りの前後

と月の出の後に地震がもっとも多くなっているがその

理由はわからない.

このほか月が地震と関係のありそうなことをあげてみ

るとわが国で多数の負傷者がでた過去の大地震につい

て古文書や近年の記録を調べてみたところ満月のころ

には地震がおきていない.もっとも多いのは上弦をす

ぎた後と下弦の前半のころにあたり一昨年4月の大分

地震(M6.4家屋全壊54半壊92道路破損140)をみ�
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でもこれらの条件にぴったりあてはまることを気象研

究家の根本順吉氏らカミ指摘している.ではなぜそうな

るのかはもちろんわから狂いがソ連の学者で最近この

研究を始めた者カミいるそうだ.

海面の上下については寛政4年(1793)の青森県鯵

ガ沢地震(M6.9)のとき地震の数時間前から海水カミ異常

にひき享和2年(1802)の佐渡地震(M16.6)の場合は

地震前に小木港の入江が干潟となり明治5年(1872)

の浜田地震(M7.1)のときには本震の20分ほど前に

海水がひいて沖の島までの間の海底カミ露出し昭和2年

(1927)の北丹後地震(M7.5)のときにもその2時間

半ぐらい前に1メｰトル以上もひいたという事実カミある.

これらの変異が現われた原因は海岸付近の地盤が隆

起したためで日本海の沿岸は平常でも潮の干満の差カミ

わずかだから少し隆起しても気がつくようになる.し

かし太平洋側でも嘉永7年=安政元年(1854)の安政

地震(M8.4)の4目前に夜釣りへでかけたところ川口

カミ干潟になっていたので驚いたという記録カミ四国にのこ

っている.

このように地域によっては地震のおこる前に海水の

変異カミみられるが地下水も地震によって異常を示すこ

とがしぱしばある.

それは主として井戸などにみられる変化だが大地震

の前に井戸水がかれたりまたは反対に水量カミふえると

か水'のなかった井戸から水が出るようになったなどと

いう例は多い･また平常はよく澄んでいる井戸が地

震前からにごりだしたり臭気を生じた場合もある.た

とえば安政2年(1855)の江戸地震(M6.9)のときは

その10目前に下町で地表に“わき水"がみられたり数

時間前には井戸水のにごるものもあった.狂お昭和

26年の高固地震(M6.6)のときにも数時間前に地下水が

にごりまた塩からく狂ったもののあったことが記録さ

れている.

そのほか江戸地震の当日昼ころ深川で井戸を掘って

いたら地鳴りがひどくて穴の中にいられなかったとい

う話もったわっているカミ昭和24年の今市地震(M6.7)

のときは1ヵ月前から地鳴りがしたそうだ.

つづいて温泉との関係だカミ熱海温泉の場合は大正12

年(1923)の関東大地震(M7.9)の数年前からだんだん

と湧出量がへりだしそのころ有名だった間欠泉の“大

湯"も9ヵ月ほど前にはほとんど吹き上げなくなってし

まっていた.ところカミ大地震の前日から突然大湧出

を始めたのである.恋お近くにある伊豆山伊東

古奈などの温泉ではこの大地震の4ヵ月ほど前から湯

の量が次第にふえていた.

似たようなことは昭和39年の新潟地震(M7.5)の際に

もみられこのときは村上市の温泉の湧出量がいっとき

わるくなったという.また昭和40年から始まっている

松代の群発地震の場合も強い地震がおこるとその前後

に皆神山のそばにある加賀井温泉の湧出量が変化した.

このほかに水の変異の例をあげてみると富士山麓に

ある山中湖は関東大地震の4ヵ月前からにごるようにな

り地震後1ヵ月すぎると元どおりの状態へもどった.

そしてこの地震の翌年の1月14目に山中湖の東側がまた

にごりだしたと思ったらそのつぎの目のこと湖の東

方へつづく丹沢山地にM7.2の強震が突発したのであっ

た.

ここで話題をかえてこんどは“地震と発光現象“

に関するものをとりあげてみよう.

わが国では大地震のとき大空に光が現われるという藷

がむかしからいいったえられたり古文書などにも配

るされている.しかしこの発光現象は日本だけではな

く外国にも目撃した資料がたくさん残されておりご

く新しいものでは昨年の唐山大地震の際にもみられたと

いうから地震と発光現象は何らかの関係があるらしい.

光の色はたいてい青白いかまたは赤くその状態は

②

③

④

セン光降りそそぐ光細い光の帯状などでこれがぴか

っと瞬間的に光る.

火の玉火の柱などの形で動く.

スパｰクや火炎状になる.

空いっぱいに光カミひろカミる雲が光る一･

在とである.

これらの発光現象をみかけるチャンスは地震のおこる

前がもっとも多く地震と同時だったとか地震後に光る

のをみたという記録のほうが少ない.

わが国の最近の例としては50年春の大分地震(4月

21目午前2時35分発生)のときに震源近くの住民の中

で発光現象を目撃した人がかなりいる.この日夜遅

くまでシイタケの乾燥作業をしていた栽培農家はガタ

ガタと戸が小きざみにゆれるのと同時に外の空が明る

く在ったのに気がついたがそれから30分後に本震がぼ

っ発した.そのころたまたま戸外にいた別の人は震

源域の上空カミはあっと明るく変わったので｢何かあるの

かな?｣と思ったとたんに地震がおきたという.この

ほかに寝ていると下からドシンと突き上げられて目を

さましたらガラス窓がまっ赤にそまっていたという話

もある.�
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松代の灘発地震は昭和40年の8月からいまだにつづい

ているが歯科医の栗原亨氏は41年の2月と9月に発光

現象の写真撮影に成功した.2月12目午前4時14分こ

ろに写したときは全天は曇りだったが夕焼けとほとん

ど同じくらいの明るさが約76秒つづきその後19秒ぐら

い光帯も認められた.9月26目午前3時24分に撮影し

たときは全天カミ時で白いケイ光灯と同じ色の光が96秒

間つづいたカミとくに明るかったのは40秒ほどでその

うちでも約19秒間はもっとも輝いたという.

昭和19年12月7目にはM8.Oという東南海地震がぼ

っ発したがこのときにも1ヵ月ぐらい前から海と山の

地平が白く光る“地先"がつづき地鳴りや海鳴りもと

も放ったことを阪大教授の建元正弘氏が体験談として

述べている.

昭和5年11月26目にはM7.Oの北伊豆地震カミおきて

いるが震源地の丹郡断層方面では地震に先だって光が

現われたという寺田寅彦博士の発表もある.

古いところでは江戸地震のとき熊谷から江戸へむか

った行商人が夜道をいそいでいたら亥の刻(今の午後

10時前後)のころに北東から南へ青光りするものがぴ

かぴか光ったのを目撃すると間もなく地震になったと

いう記録がある.

ではどうして地震の際にこのような発光現象がおこる

のかにっいては地電流や地磁気など地下の電磁気学的

な変化によるものらしいが本当のことはわからない.

地震前になると地球内部がひずむことで電流や電場が生

じこれが大気中の電荷分布に影響するのかもしれない

が『M6･5以上の地震だったらほとんど発光現象を

ともなう』という意見を述べる専門家もいる.

ここで地震とはたぶん無関係と思われるがやはり動

く発光現象で“球電"というのがしられているから紹介

しておこう.

こちらはあらしの終りごろ地上近くに現われることカミ

あるが非常に珍らしい球状の電光とでもいえばよいだ

ろうか.直径は10ないし20センチで白っぽいのや赤

写真1

昭和些1年2月12目午前4時14分

長野市松代町東条にて栗原亨氏写す

写真2

昭和41年9月26目年前3時24分

(魚眼レンズ)長野市松代町東条

にて栗原亨氏写す�
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みがかったのがあって人が歩くくらいの速さでとんで

いくから“人魂"や“空どぶ円盤"と混同されること

カミある.寿命は数秒から2～3分で静かに消える場合

もあるし爆発音とともに消滅することもある.

その成因や正体はまだわかっていないカミ雲のような

空中放電がおこったとき電磁波が発生しこれと地表面

からはねかえってきた彼とが作用しあって特殊な波がで

きその波に反応して空気のイオン化がすすんで高温の

気体となりこうしてできたかたまりが“球電"なのだ

ろうと推定する学者がソ連にいる.

さて徳川時代からの言いったえに｢地震のおこる前

には磁石の力が急に弱くなって吸いついていたクギの落

ちることがある｣というのがあるが実際は地震のとき

の地磁気の変化はごくわずかだから関係はなさそうだ.

つぎは地麗の前兆とニジ(虹)について

日本三景の一つといわれる“天の橋立"のつけ根のあ

たりの地方には『火の粉(短さく型のニジ)がでると

どこかに地震がおこる』といういいったえカミある.と

ころで住民の中にこのニジをみて地震の発生を予言す

る者かでてきてひろく話題になりだした･それはニ

ジの形によって地震のおこる地方がどこかの見当がつく

といいまた色が濃いときは弱震で薄ければ強震にな

るともいう.そして的中率は60パｰセント以上にも桂

ったのでこれらの事情が学会へ紹介されたこともあっ

たらしい.

ふつう私たちがみかけるニジは空中に浮遊している

水滴へあたった目先の分散によって生じるものだカミこ

の地方のニジをみた特定の個人にかぎってな菅地震の

予知をすることができるのだろうかとその後いろい

ろ検討されだしたが納得いかない点があるためにこの

“地震の前兆とニジ"の関係については否定の傾向がつ

よくなってきている.

つづいて地震と動物の反応について

わが国ではむかしから地震とナマズはお桂じ･みの間が

らでナマズは“地震の主"と思われていたしまた一

方ではナマズが地震の前に騒ぐことについてだいぶ以

前から動物学者たちの間にはしられていた･

昭和7年ごろだったが東北大学の浅虫臨海実験所で

畑井新喜司博士がナマズの感受性について研究したこと

がある.それによるとナマズが反応を示してから8

時間ないし十数時間たつと地震がおこり微震でも震源

が近いほどよく反応をすることがわかった.しかもそ

の確率は86パｰセントという高いものだったのである.

そこでrナブズが騒ぐのは地震の前後に変化する地

電流に敏感なためではないか｣という説を発表したが

ナマズのヒゲは水の振動をよく感じるので地震のとき

の水の動きをしって騒ぐのだろうという考え方がでて

きて畑井説は忘れられていった.

ところが3年ほど前にカリフォノレニア大学のバロック

教授はナマズが微弱恋地電流をとらえることについて

つぎのような研究を発表した.

サメエイウナギナマズなどの魚類は皮膚の近

くに“回レンチニのびん"とよばれる感覚器官をもち

これは電気をとらえることができる.その性能は1セ

ンチ当り0.0!マイクロボルトというごくわずかな電位差

でも感じ｡とれるほどのすぱらしいものだといわれる.

わたしたち人間の場合は1,5ボルトの電池を舌でな

めるとピリッとするが帝京大の小原昭作教授カミ最近行

なった実験によるとナマズは1.5ボルトの電圧を500メ

ｰトル離れた水中で感じとることをっきとめている.

地電流に関する研究は電車や工場からでる迷走電流

が妨げになるのであまり行なわれていないようだが昭

和47年末にソ連のカムチャツカで地震の前後にユセン

チ当り0.5マイクロボルトの地電流の電位差カミ観測され

たというからナマズの感応能力だったらさぞかし強烈

に反応し大騒ぎになったことであろう.

安政見聞記をみると安政2年の江戸地震のときに

地震前にフナ釣りにでかけたらナマズばかりがよく釣れ

たという話や川ヘウナギをとりにいくとウナギは全然

とれずナマズがあばれていた話などがのっている.

また昭和21年の南海地震(M8.1震源は紀伊水道沖)

のときに土佐市の蓬池では地震の前日に2キロほどの

大ナマズがたくさんとれたそうだがこのような異常は

ナマズが地電流に当てられた結果なのだろうか.

さきに発光現象のところで紹介した大分地震のときに

も淡水魚のナマズが別府湾で網にかかったというが

これは事前に異変を感知したナマズが川を下って海へ

避難していたともとれる話だ.

このようにナマズの行動と地震は無関係とは考えら

れ荏いので東京都では水産試験場の水そうに20～30匹

のナマズを放ってその動きを自動的に記録する仕事を

昨年の秋から開始した.またこれとは別に魚類学者

の末広恭雄博士や地震学者たちが協力してナマズの地

震前の興奮ぶりを調べることに粧り今年の6月には文

部省から研究補助金をだすことカミ決められた.

このほかに地震と魚類に関するものとしては地震の

前に深海魚が浅海でとれた話はあちこちにある.たと

えば関東大地震の2目前にカマボコの原料となるソコ�
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筋講爾繍'

滋蜜づ

ひ際

しぎ多狂誓

リュウグウノりカイ

第4図

ナマズヒゲシギウ

ナギ(日本動物図鑑か

ら)

リュウグウノツカイ

タラ科の深海魚ヒゲカミ神奈川県の葉山の海岸にういて

いたとか昭和43年の十勝沖地震(M7.9)のときには細

長いヒモ状をしたシギウナギが釧路沖の水深350メｰ

トルあたりでとれたそうだがふつうはもっともっと深

海に生息している点なのだ.

似たよう荏話は古文書にもみられ関東から鹿児島の

沖合にはリュウグウノツイカ(竜宮の使い)という深海

魚が住んでいて200～300年に一度海面へうきあがるこ

とがあるがすると1週間以内に津波をともなう大地震

がおこると記されている.これは海底に異変が発生

してその場所にいたたまれなくなったためかもしれな

い.

アジは深海魚ではなくて日本の沿岸の水深50メｰト

ル前後を群泳している大衆魚だがこのサカナが大漁の

ときはその1～2日後に地震があることを寺田寅彦博

士が昭和5年の北伊豆地震の前後1年聞を例として示し

た研究もある.

キジが地震のおこる直前に鳴くことはむかしからよく

しられている.キジは日本特産の鳥で国鳥になってい

るか地震や火山爆発を予知するといわれ人体には感じ

住いくらいの小さな地震でもいっせいに『ケンケｰ

ン』と鳴きだす.しかし詳しく観察するとこれは予

知ではなくて彼らは地面の上に足をつけて生活してい

るから地表の動きにはとくに敏感祖のだ.その証拠

に山の開拓地などで近くをダンナカｰやブルドｰザｰ

が通っても鳴きだすことがわかってきた.

関東大地震のときにも皇居内のキジがよく鳴いたとい

われるがこのときには余震があまりにひんぱんにおこ

るためしまいには鳴きつかれてしまったのかいっとき

鳴くのをやめて余震の回数が少荏くなってきたらふた

たぴ声をきくようになったという話がある.

南海地震(昭和21年12月21目4時15分発生M8.1)の

ときには午前1時ごろからキジが鳴き騒いだという例

があるそうだがこれも地震の予知ではなくてわれわ

れ人間には感じられたいごく弱い前震によって鳴きばし｡

めたことが想像される.

民俗学者の柳田国男は昭和31年に“妖怪談義"を公刊

しているがその中で『阿波(徳島県)の山奥にはコナ

キジジという怪物カミいでこれがゴギャゴギャと暗くと

地震がある』と記しているがその地方には地震に非常

に敏感な動物がいたのかもしれない.

このほかの地震と動物の異常行動をあげてみると嘉

永7年の安政(南海道沖)地震の2～3目前に田んぼ

のミミズがほとんど道路へでてきて死んだという記録が

ある.

ごく新しいところでは一昨年の2月4目に中国の遼東

半島南岸にM7.6の地震が発生したがこのときいっも

は空をとぱぬガチョウが地震前に羽ばたいて数十メｰト

ノレもとびシカの群れもはねまわりだした.またパン

ダカミ突然なきだしゾウは横に在ってエサをたべなかっ

たといわれている.

抵お7年前の1969年に天津の近くで地震がおきたとき

もその直前に動物園のパンダが頭を両手でかかえて鋭

い悲鳴をあげカメは興奮して動きまわりトラヤク

白鳥などは地面にふせてしまったことなどが報道され

天津市のラジオは子供むけ番組で｢地震を予知するため

にパンダのしぐさに注意を怠らないようにしましょう

ね｣とよびかけたという.

中国ではこのほかサルネズミウサギネコイ

ヌオオカミウシヒツジウマブダロバラバ

スズメタカアヒルハトニワトリスッポンヘ

ビカエノレサカナウナギドジョウヒルミツバ

チアリなどの諸動物も地震前に反応を示すといわれ

ている.�
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アメリカの地震学者ルｰス･サイモン博士はここ数

年にわたって動物の動きと地震との関係を調べてきたが

ゴキブリも地震予知に役たちそうだと述べている.同

氏がカリフォルニア州の3カ所の地震帯でゴキブリを二

つの箱に入れて自動記録装置をつかって監視したところ

M2～4ぐらいの地震の前にはゴキブリがとくに活発

な動きを示すことがわかった.

ゴキブリは世界に4,000種わが国にも20種以上がし

られている.そのほとんどが野外の落ち葉や朽ち木の

中にすみ家住性のものは8種類とのことだがこのう

ちむかしから日本にいるのはヤマトゴキブリだけでほか

の7種は外国から侵入してきて居すわってしまったもの

だ.ところで日本育ちのゴキブリでも地震のときに反

応するかどうかは研究してみ泣ければ狂からないが

本当に地震予知に役だつならぱ今後はゴキブリの評価

を変えなければなるまい.

地震に対するこのよう祖動物の反応をとりあげてみる

と万物の霊長と自認してえらがっている私たち人間は

どうもか祖ゆ鈍感なように思われる.中にはまれに特

殊な感受性をもった人もいるがこれは日本でも外国で

もごく特別な存在らしい.

昭和46年2月9目の朝のことだが北米カリフォルニ

ア州のロザンセルスｰ帯を激しい地震(M6.5)が襲い

高速道路の寸断やビルの倒壊などで死者60負傷者多数

をだしまたダムにヒビ割れができたために25万人の住

民カミ避難したことがあった.

この地震にっいてそれ以前から科学者の間で｢1,000

キロにおよぶサンアンドレアス断層が近くにあるため

これが活動を始めて大地震がおこるのは時間の問題だ｣

というのが定説になっていた.なおサンフランシスコ

地震研究センタｰのパキサｰ所長も今世紀中にカリフ

ォルニアには大地震が発生することを予言していた.

これらは専門の科学者たちの発言であるがこのロス

地震の2年前に宗教団体やヒッピｰの間でカリフォノレ

ニアカミ地震のために海中へ没してしまうという予言カミ

まことしやかにいいだされ“地震で消えたカリフォル

ニア"などというカリプソ(奇想曲)まで流行したこと

があったが彼らはいかなる根拠によって2年も前に地

震を予感したのであろうか.

ジョｰジア州のストｰンマウンテンにすむドン･アバ

ナシｰ牧師は｢今回のロス地震はものすごい大地震の

予告にすぎない.私はいままでに一度抵らず大地震の

おこる幻影をみた｣と神のお告げをつたえているが同

師は4年前に初めて大地震の幻影一(高架の高速道路や

橋はねじ曲り建物がゆらぎ人々は悲鳴をあげながら

逃げまどいそこへさらに激しい地震がやってきて西

海岸の一部が裂けつつ崩壊する)一をみて大地震がくる

ことを予言しそれを避けるためにその翌年には信者と

ともにわざわざロサンゼルスからジョｰジア州へ移住し

新しい教会を建てたのであった.そして｢今度のロス

地震は神が私に示したとおりに始まった｣と警告を発し

ている.

大地震の予告者はわが国にも現われたことがある.

ただしこちらは新興宗教の教祖で3年前のことだが

｢6月18目の午前8時に大地震がおこる｣という警告ビ

ラを大阪神戸を中心にたくさん配ったところその時

刻になっても何ごともおこらなかったために｢責任を

とる｣といって自殺をはかったのであった.

つづいて植物にも大地震の前兆と思われるような現

象が現われるものかどうかをみてみよう.

大正12年9月1目には関東大地震がぼっ発したが芥

川龍之助は同年の8月に鎌倉でハスヤマブギフジ

ショウブだとが咲いているのをみたという.

このように地震前に草木が狂い咲きをしたという話は

各地にあってナシウメスモモモモサクラタ

ンポポなどの二度咲きがしられているがたいていこん

たときは春に夏のような暑い目があったとか初冬た

のに暖かい気候がつづいたというような記録カミあるから

狂い咲き｣地震というよりは気候不順▲狂い咲き▲地

震の関係になるのかもしれない.

結局のところ地震の前兆についてはむかしから自然

現象や動植物の変化とか個人の直感などでただ何とな

く判断する場合が多かったがこれらは的中率100パｰ

セントというわけではない.しかしこの中には科学的

に考えてもおかしくないものも見いだせる.

たとえば一昨年の2月におきた中国の海城地震のとき

には地震が発生する前に冬眠中のおびただしい数のヘビ

やカエルがはいだしてきて凍死したことが報じ･られてい

たがこの原因は地震が近ずくにつれて地下水位が上

がってきたために冬眠中の動物カミ目をさましそのまま

では地中にいたたまれなくなって地上へ逃げだしてはみ

たものの真冬のこととて凍死したことになる.

では地震発生と地下水位の上昇との間にはどんなっ

ながりがあるのだろうか?これは徹底的に研究してみ

祖けれぱわからない.そこで地震の前兆を科学的に捕

えるためにいろいろな研究が行なわれているがその内

容については後に“地震予知の研究"のところで紹介す

ることにしよう.�


